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第 30 回たねがしまロケットマラソン大会
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３
月
12
日
（
日
）
に
、
第
30
回

た
ね
が
し
ま
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ス
ト
ラ
ン
と
な
る
今
大
会
に

は
、
約
３
２
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
気
は
快
晴
で
、
絶
好

の
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ー
ン

会
場
と
な
っ
た
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
に
は
多
く
の
参
加
者
、
応
援

の
皆
様
が
ご
来
場
さ
れ
、
大
に
ぎ

わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
「
市
民
ラ
ン
ナ
ー
」
と
し
て
有

名
な
川
内
優
輝
選
手
（
埼
玉
県

庁
）
の
参
加
や
、
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ラ

ソ
ン
応
援
隊
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
「
カ
サ
リ
ン
チ
ュ
」
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
タ
レ

ン
ト
の
柴
さ
と
み
さ
ん
に
よ
る
司

会
な
ど
、
話
題
性
の
あ
る
皆
様
に

も
大
会
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

30
回
と
い
う
長
い
歴
史
を
支
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
参
加
者
の
皆

様
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
町

民
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝
の
ラ
ス
ト
ラ
ン
！

　
第
30
回
た
ね
が
し
ま
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会

①

② ④

⑦⑤ ⑥

③
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大会結果（総合順位）※敬称略

フルマラソン｜男子｜

優勝 古川　大晃	（熊本県）	 2 時間 29 分 58 秒
2位 有田　大将	（熊本県）	 2 時間 33 分 14 秒
3位 上杉　拓也	（東京都）	 2 時間 42 分 29 秒

フルマラソン｜女子｜

優勝 野尻あずさ（富山県）	 3 時間 13 分 25 秒
2位 石黒　桜子	（中種子町）	 3 時間 19 分 15 秒
3位 センス　サバナ（指宿市）	 3 時間 30 分 58 秒

ハーフマラソン｜男子｜

優勝 川内　優輝	（埼玉県）　★ 1 時間 04 分 43 秒
2位 谷山　康平	（薩摩川内市）	1 時間 10 分 12 秒
3位 後藤　将友	（福岡県）	 1 時間 12 分 41 秒

ハーフマラソン｜女子｜

優勝 稲子　望愛	（中種子町）	 1 時間 43 分 30 秒
2位 尾方　瑞月	（中種子町）	 1 時間 43 分 30 秒
3位 德永　貴子	（鹿児島市）	 1 時間 43 分 50 秒

10km｜男子｜

優勝 藤吉　宏信	（中種子町）	 　　　34 分 25 秒
2位 池葉　雅文	（神奈川県）　　	　	　39 分 15 秒
3位 長野　諒	 （南種子町）	 　　　40 分 14 秒

10km｜女子｜

優勝 田中　綾香	（兵庫県）	 　　　41 分 05 秒
2位 松元日向子（西之表市）	 　　　45 分 22 秒
3位 田屋可乃恵（西之表市）	 　　　47 分 35 秒

3km｜男子｜

優勝 酒匂　雄大	（さつま町）	 　　　10 分 50 秒
2位 住吉風遊馬（中種子町）	 　　　11 分 00 秒
3位 平　未宇図	（南種子町）	 　　　11 分 01 秒

3km｜女子｜

優勝 赤瀬川さくら	（中種子町）	 　　　11 分 33 秒
2位 塚田　和花	（南種子町）	 　　　11 分 53 秒
3位 牧瀬　可南	（中種子町）	 　　　12 分 06 秒

2km｜ファミリー｜

優勝 中迎 正吾 ･ 史乃 ･ 俊希 ･ 下村 時朗（西之表市）8 分 30 秒
2位 仁禮 洋志 ･ 泰洋 ･ 想来（西之表市）9 分 03 秒
3位 吉田 博克 ･ 雄俐 ･ 長野 颯空 ･ 濱川 大翼（西之表市）9 分 07 秒

⑧

⑩

⑨

⑪

⑫ ⑬

⑭ ⑮

⑯ ⑰

【前日のオープニングセレモニー】
④ＪＡによる安納芋無料配布⑥タヒチアンダンス⑦種子島ろけっと太鼓

【大会当日】
①多くのランナーを迎えての２km ファミリースタート②最高齢ランナーの横手昇
さん③大にぎわいとなったメイン会場⑤「市民ランナー」川内優輝選手と国際的長
距離ランナーの野尻あずさ選手⑧フル総合１位⑨ハーフ総合１位⑩ 10km 総合１位
⑪３km 総合１位⑫２km ファミリー総合１位

【完走パーティー】
⑬ＭＢＣタレント柴さとみさん⑭ロケットマラソン応援隊「カサリンチュ」⑮盛況
のじゃんけん大会⑯大会イメージソング作者の牧広信さん⑰今回もフルにご出場い
ただいた本町と赤米協定を結ぶ岡山県総社市の片岡聡一市長

※★は大会新記録



広報みなみたね　2017 年 4 月号　04

業農元気が出る！
　
「
種
子
島
の
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ

ン
」
は
、
平
成
18
年
６
月
７
日
に
花

き
で
は
初
め
て
ブ
ラ
ン
ド
品
目
に
指

定
さ
れ
、
認
定
か
ら
10
年
「
種
子
島

の
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
」
は
か
ご

し
ま
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
名
実
と
も
に

日
本
一
の
産
地
と
し
て
花
市
場
に
認

知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
周
年
を
記
念
し
て
、
２
月
24
日

（
金
）
に
、
中
種
子
町
に
お
い
て
記
念

大
会
お
よ
び
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

品
評
会
に
は
、
１
市
２
町
の
生
産

者
か
ら
38
点
の
出
品
が
あ
り
、
金
賞

に
は
池
亀
真
美
さ
ん
（
田
尾
）、
西
園

な
る
み
さ
ん
（
向
方
）
の
２
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
銀
賞
・
銅
賞

も
本
町
の
生
産
者
が
独
占
し
、
本
町

の
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
栽
培
の
技

術
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
で
は
２
月
に
開
催
さ

れ
た
県
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

者
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
県
経
済
連
会

長
賞
受
賞
の
池
亀
昭
次
さ
ん
（
田
尾
）

お
よ
び
金
賞
受
賞
の
中
村
保
さ
ん

（
島
間
仲
之
町
）
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

各
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

【
地
区
品
評
会
】

　

金
賞　

池
亀
真
美
・
西
園
な
る
み

銀
賞　

丸
山
榮
子
・
片
板
一
郎

　
　
　

古
市
い
つ
子　

銅
賞　

立
石
勝
・
峰
山
信
幸

　
　
　

堂
原
幸
子　

【
県
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
】

　

鹿
児
島
県
経
済
連
会
長
賞

　
　

池
亀
昭
次

　

金
賞

　
　

中
村
保

　

大
会
で
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
産
地
の
10

年
間
の
歩
み
と
今
後
の
方
向
」
に
つ

い
て
、
県
・
経
済
連
・
農
協
に
よ
り
、

課
題
の
整
理
、
販
売
環
境
の
報
告
、

今
後
の
生
産
振
興
に
つ
い
て
発
表
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
種
子
屋
久
農
協
南
種
子

支
所
の
羽
生
光
伸
営
農
販
売
課
長
は
、

「
農
家
所
得
向
上
に
向
け
、
適
期
管
理
に

努
め
、
反
収
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。」

と
生
産
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

次
に
「
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
に

か
け
る
夢
」
と
題
し
、
西
之
表
市
花

き
部
会
の
前
沢
亮
さ
ん
が
発
表
し
ま

し
た
。
前
沢
さ
ん
は
、
西
之
表
市
で

推
進
し
て
い
る
比
較
的
安
価
な
平
張

り
ハ
ウ
ス
な
ど
に
よ
る
レ
ザ
ー
リ
ー

フ
フ
ァ
ン
と
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ベ

レ
ニ
ー
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
前
沢

さ
ん
は
葉
物
専
業
経
営
の
確
立
を
目

指
し
て
い
る
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
種
子
島
の
レ
ザ
ー
リ
ー

フ
フ
ァ
ン
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題

し
、
株
式
会
社
す
る
が
花
き
卸
売
市

場
の
代
表
取
締
役
専
務
の
青
山
孝
好

さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

花
き
業
界
全
体
の
変
化
と
し

て
、
平
成
10
年
に
３
８
０
０
億
円

あ
っ
た
売
り
上
げ
が
平
成
27
年
に
は

２
７
０
０
億
円
ま
で
落
ち
こ
ん
で
い

る
こ
と
や
、
花
屋
か
ら
ス
ー
パ
ー
へ

の
売
り
場
の
変
化
、
取
引
形
態
と
し

て
相
対
取
引
量
が
全
体
の
４
割
近
く

に
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
に
つ
い
て

は
、
当
日
展
示
し
て
い
た
輸
入
品
・

他
県
産
と
比
較
し
、
種
子
島
産
の
選

別
・
日
持
ち
な
ど
品
質
の
優
れ
て
い

る
点
を
解
説
し
、
種
子
島
産
の
品
質

が
市
場
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、「
年
間
販
売
で
き
、

収
穫
適
期
の
幅
も
あ
る
、
２
つ
の
利

点
を
も
つ
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
を

な
ぜ
栽
培
拡
大
し
な
い
の
か
」、「
現

在
出
荷
し
て
い
る
市
場
で
も
不
足
し
、

『
種
子
島
の
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
』

　
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
指
定
10
周
年

株式会社するが花き卸売市場
代表取締役専務　青山孝好さん

品評会の様子
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西
之
地
区
の
小
𦚰
輝
人
さ
ん
は
、
平

成
24
年
10
月
に
認
定
農
業
者
と
し
て
認

定
さ
れ
、
現
在
５
年
目
で
す
。

　

普
通
作
・
肉
用
牛
を
主
軸
と
し
た
複

合
農
業
経
営
に
取
り
組
み
、
さ
と
う
き

び
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
３
０
０
０
の
南
種
子

支
部
会
長
も
さ
れ
て
お
り
、
本
町
の
農

業
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
現
在
の
作
付
け
は
？

Ａ　

肉
用
牛
７
頭
、
さ
と
う
き
び

４
３
８
ア
ー
ル
、
で
ん
粉
用
さ
つ

ま
い
も
１
５
０
ア
ー
ル
、
水
稲
45

ア
ー
ル
を
作
付
け
し
て
お
り
経
営

改
善
計
画
に
そ
っ
て
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ
就
農
の
動
機
は
？

Ａ　

元
々
、
自
動
車
会
社
に
就
職
し
て

い
ま
し
た
が
、
農
業
に
興
味
も
あ
り

本
町
の
大
規
模
農
家
の
人
た
ち
に
刺

激
を
受
け
て
就
農
し
ま
し
た
。

Ｑ
経
営
改
善
計
画
の
達
成
状
況
は
？

Ａ　

各
品
目
計
画
に
沿
っ
た
規
模
で

行
え
ま
し
た
。

　
　

さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
３
年

連
続
の
不
作
が
続
き
反
収
が
上
が

ら
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
当
初
見
込
み
ほ
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
年
よ
り
は

増
収
が
見
込
め
そ
う
で
す
。

　
　

で
ん
粉
用
さ
つ
ま
い
も
も
シ
ロ

ユ
タ
カ
か
ら
シ
ロ
サ
ツ
マ
に
変
え
、

シ
ロ
ユ
タ
カ
に
多
い
腐
敗
も
無
く

収
穫
が
行
え
ま
し
た
。

　
　

肉
用
牛
は
昨
年
か
ら
値
が
良
く

１
年
１
産
を
目
標
に
分
娩
間
隔
の

短
縮
の
た
め
発
情
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
安
定
し
た
経
営
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
？

Ａ　

土
作
り
と
確
実
な
管
理
作
業
に

気
を
付
け
て
作
物
の
栽
培
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
現
在
の
課
題
と
今
後
の
目
標
は
？

Ａ　

現
在
の
課
題
は
、
両
親
の
手
も

借
り
な
が
ら
経
営
を
行
っ
て
い
る

が
、
両
親
が
高
齢
に
な
る
こ
と
で
、

手
を
借
り
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

の
経
営
が
難
し
く
な
る
の
で
は
と

い
っ
た
事
が
課
題
で
す
。 　
　
　

　
　

目
標
は
、
課
題
を
踏
ま
え
効
率

的
で
安
定
し
た
収
益
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
農
業
経
営
を
行
う
こ
と
で

す
。
少
人
数
で
合
理
的
な
農
業
経

営
が
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

認
定
農
業
者
を

訪
ね
て
⑭

小𦚰輝人さん（木原集落）

【元気が出る農業　問い合わせ先】役場総合農政課　農業振興係　☎㉖１１１１（内線３１１）

全
国
の
市
場
が
待
ち
望
ん
で
い
る
中
、

今
の
10
倍
、
20
倍
と
面
積
拡
大
し
、

年
間
安
定
供
給
を
し
て
ほ
し
い
」
と

要
望
し
ま
し
た
。

　

記
念
大
会
は
、
栽
培
者
代
表
３
人

の
決
意
表
明
に
よ
り
、
次
の
10
年
に

向
け
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
と
は

　

県
で
は
、
消
費
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
場
か

ら
信
頼
さ
れ
る
品
質
の
良
い
も
の
を
、

安
定
的
に
出
荷
で
き
る
「
か
ご
し
ま

ブ
ラ
ン
ド
産
地
」
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
産
地
で
生
産
さ
れ
、
一
定

基
準
以
上
の
品
質
を
持
つ
農
畜
産
物

の
こ
と
を
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
い
ま
す
。

かごしまブランドのマーク
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我
が
国
の
経
済
は
、
安
倍

内
閣
に
よ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
取
り
組
み
の
下
、
雇

用
・
所
得
環
境
が
改
善
し
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
個
人
消
費
や
民

間
設
備
投
資
は
、
力
強
さ

を
欠
い
た
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
今
な
お
消
費
者
マ
イ

ン
ド
は
停
滞
状
況
に
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ギ

リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
交
渉
の
開

始
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お

け
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就

任
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
混
迷
な

ど
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性

や
金
融
資
本
市
場
の
変
動
が

懸
念
さ
れ
、
先
行
き
が
不
透

明
な
情
勢
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
は
一
億

総
活
躍
社
会
の
実
現
や
経
済

再
生
を
は
じ
め
、
成
長
と
分

配
の
好
循
環
の
確
立
に
向
け

た
重
要
政
策
課
題
に
重
点
化

し
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
基

金
残
高
の
減
少
や
多
額
の
償

還
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
経

済
情
勢
や
国
の
予
算
の
動
向

を
念
頭
に
、
慎
重
か
つ
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
心
掛
け

る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据

え
「
町
民
の
視
点
に
立
っ
た

行
政
運
営
」
を
基
本
理
念
と

し
て
、
各
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

町
長
の
専
決
処
分
事
項
を
指

定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定

　

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記

手
続
に
係
る
訴
え
の
提
起
お
よ

び
和
解
に
関
す
る
こ
と
を
町
長

の
専
決
処
分
事
項
に
加
え
る
た

め
条
例
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

及
び
南
種
子
町
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

育
児
・
介
護
と
仕
事
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度

改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴

い
条
例
改
正
す
る
も
の
。

町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例

制
定

　

町
長
、
副
町
長
お
よ
び
教

育
長
の
給
料
を
10
％
減
額
す

る
も
の
。

南
種
子
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

　

子
育
て
支
援
策
に
よ
る
扶

養
手
当
に
つ
い
て
条
例
改
正

す
る
も
の
。

南
種
子
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

消
費
税
引
き
上
げ
の
延
期

等
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を

条
例
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
立
公
民
館
の
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

の
使
用
料
の
追
加
に
伴
い
、

条
例
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制

定
　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
に
伴
い
、
条
例
制
定
す
る

も
の
。

南
種
子
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

消
費
税
引
き
上
げ
の
延
期

に
伴
い
条
例
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
恵
美
之
江
展
望
公

園
条
例
制
定

　

恵
美
之
江
展
望
公
園
の
設

置
に
伴
い
、
条
例
制
定
す
る

も
の
。

南
種
子
辺
地
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　

長
期
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
事
業
費
の
変
更
等
を
す

る
も
の
。

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ト

ヨ
ト
ミ
の
建
物
賃
貸
借
料
金

が
執
行
不
能
と
な
っ
た
た

め
、
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

議
決
を
求
め
る
も
の
。

平
成
28
年
度
南
種
子
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

各
事
業
の
確
定
お
よ
び
実

績
見
込
み
に
よ
る
今
後
の
所

要
額
の
補
正
で
、
７
５
７
０
万

円
を
減
額
し
、
総
額
を

52
億
６
８
１
６
万
９
千
円
と
す

る
も
の
。

平
成
28
年
度
南
種
子
町
国
民

健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

各
事
業
の
確
定
お
よ
び

実
績
見
込
み
に
よ
る
今

後
の
所
要
額
の
補
正
で
、

議 会

平
成
29
年
第
１
回

　
　

町
議
会
定
例
会

　

平
成
29
年
第
１
回
町
議
会
定

例
会
が
３
月
６
日
（
月
）
か
ら

21
日
（
火
）
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
、
施
政
方
針
演
説
や
一
般

質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
他
、
平

成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

施

政

方

針

条

例

案

件

事

件

案

件

予

算

案

件
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５
２
９
万
８
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
10
億
７
３
２
２
万
円

と
す
る
も
の
。

平
成
28
年
度
南
種
子
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　

各
事
業
の
確
定
お
よ
び
実
績

見
込
み
に
よ
る
今
後
の
所
要
額

の
補
正
で
、
１
億
８
２
６
万
５
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を

４
億
５
５
２
０
万
９
千
円
と
す

る
も
の
。

平
成
28
年
度
南
種
子
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

各
事
業
の
確
定
お
よ
び
実
績

見
込
み
に
よ
る
今
後
の
所
要

額
の
補
正
で
、
６
９
５
万
１
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を

６
億
７
７
４
８
万
３
千
円
と

す
る
も
の
。

平
成
28
年
度
南
種
子
町
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

各
事
業
の
確
定
お
よ
び
実

績
見
込
み
に
よ
る
今
後
の
所

要
額
の
補
正
で
、
９
万
５
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を

８
１
２
９
万
円
と
す
る
も
の
。

■歳出（性質別）
区　　　分 予　算　額 構成比

義務的
経　費

	人件費 10 億 0,673 万 7 千円 18.7%

	扶助費 4 億 0,962 万 3 千円 7.6%

	公債費 7 億 4,160 万 3 千円 13.8%

投資的
経　費

	普通建設事業費 8 億 5,974 万 3 千円 16.0%

	災害復旧事業費 164 万 4 千円 0.0%

その他
経　費

	物件費 9 億 0,600 万 5 千円 16.8%

	維持補修費 9,879 万 9 千円 1.8%

	補助費等 9 億 3,845 万 4 千円 17.4%

	繰出金 3 億 5,368 万 7 千円 6.6%

	その他 4,670 万 5 千円 0.9%

	予備費 2,000 万 0 千円 0.4%

■歳出（目的別）
区　　分 予　算　額 構成比

	総務費 9 億 0,441 万 3 千円 16.8%

	民生費 7 億 9,099 万 8 千円 14.7%

	衛生費 5 億 2,021 万 7 千円 9.7%

	農林水産業費 5 億 7,811 万 0 千円 10.7%

	土木費 5 億 0,343 万 1 千円 9.4%

	消防費 1 億 9,901 万 2 千円 3.7%

	教育費 5 億 8,683 万 9 千円 10.9%

	公債費 7 億 4,160 万 3 千円 13.8%

	諸支出金 3 億 5,612 万 2 千円 6.6%

	その他 2 億 0,225 万 5 千円 3.7%

■歳入
区　　分 予　算　額 構成比

自主
財源

	町税 7 億 3,850 万 8 千円 13.7%

	繰入金 4 億 2,243 万 2 千円 7.8%

	諸収入 1 億 3,353 万 0 千円 2.5%

	その他 1 億 6,440 万 0 千円 3.1%

依存
財源

	地方交付税 21 億 5,000 万 0 千円 39.9%

	町債 7 億 1,320 万 0 千円 13.2%

	国庫支出金 4 億 5,800 万 8 千円 8.5%

	県支出金 4 億 0,188 万 3 千円 7.5%

	その他 2 億 0,103 万 9 千円 3.8%

■特別会計
会　計　名 予　算　額

	国民健康保険 10 億 3,326 万 2 千円

	簡易水道 4 億 5,119 万 7 千円

	介護保険 7 億 6,554 万 3 千円

	後期高齢者医療保険 8,296 万 2 千円

　平成 29 年第１回町議会定例会において、
平成 29 年度当初予算が承認されましたの
で、その概要についてお知らせします。

一般会計
歳出歳入総額

５３億８３００万円
（前年度当初予算比　５.４％の増）

平成２９年度当初予算
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３
月
17
日
（
金
）、
情
報
収
集

衛
星
レ
ー
ダ
５
号
機
を
搭
載
し

た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
33
号
機

が
、
午
前
10
時
20
分
に
、
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
予
定
通

り
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
通
り
に
飛

行
し
、
衛
星
を
正
常
に
分
離
し

成
功
し
ま
し
た
。

　

町
指
定
の
打
上
げ
見
学
場

４
ヶ
所
で
は
約
１
６
０
０
人
の

見
学
者
が
訪
れ
、
打
上
げ
の
成

功
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

た
平
山
の
恵
美
之
江
展
望
公
園

は
、
今
回
の
打
上
げ
か
ら
開
放

さ
れ
、
約
３
３
０
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

打
上
げ
の
瞬
間
は
見
学
者
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
そ
の
後
ロ

ケ
ッ
ト
は
ご
う
音
と
と
も
に
勢

い
よ
く
空
へ
打
ち
上
が
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
打
上
げ
で
、
Ｈ
‐
Ⅱ

Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
成
功
率
は
96
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

恵美之江展望公園

Ｈ－ⅡＡロケット 33号機打上げ成功！祝
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種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
宇
宙
科
学
技

術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
壁
面
に
、

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
実
行
委
員
会
で
立

体
作
品
〝
Ｇ
Ｔ
８
２
１
５
「
世
阿
弥
」

２
０
１
７
〟
を
常
設
し
ま
し
た
。

　

作
者
の
篠
田
守
男
先
生
は
、
戦
後
日

本
の
彫
刻
の
流
れ
を
象
徴
す
る
彫
刻
家

の
一
人
で
す
。
金
属
の
構
造
体
を
ワ
イ

ヤ
ー
の
張
力
で
宙
に
浮
か
し
た
作
品
で
、

国
際
的
に
注
目
を
浴
び
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
の
中
央
に
あ
る
オ
ブ
ジ
ェ

は
、
数
多
く
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
吊

り
下
げ
ら
れ
て
、
空
中
に
浮
か
ん
で
い

ま
す
。
オ
ブ
ジ
ェ
を
浮
か
せ
て
い
る
の

は
、
ワ
イ
ヤ
ー
に
つ
な
が
る
お
も
り
の

重
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
篠
田
先
生
が

長
期
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
、

支
柱
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を
離
れ
て
、
浮
遊

す
る
か
た
ち
が
お
も
り
に
委
ね
ら
れ
な

が
ら
、
よ
り
自
由
に
な
っ
て
ゆ
く
未
来

の
彫
刻
を
示
し
つ
つ
「
重
力
の
恩
寵
」

シ
リ
ー
ズ
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
も
全
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
宇
宙
芸
術

を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

篠
田
守
男
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
１
年
東
京
都
生
ま
れ
。

筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
彫
刻
家

鋼
鉄
線
の
張
力
と
圧
力
で
金
属
塊
を
中

空
に
固
定
さ
せ
る
Ｔ
Ｃ
（Tension and 

Com
pression

）
シ
リ
ー
ズ
で
知
ら
れ

る
金
属
彫
刻
で
、
奇
妙
で
不
思
議
な
空

間
を
創
出
。

日
本
国
際
美
術
展
、
宇
部
市
現
代
彫
刻

展
な
ど
に
出
品
。
１
９
６
６
年
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
に
出
品
、

第
９
回
高
村
光
太
郎
賞
を
受
賞
。

第
１
回
現
代
日
本
彫
刻
展
神
奈
川
県
美

術
館
賞
、
第
２
回
彫
刻
の
森
美
術
館
賞
、

第
４
回
朝
倉
文
夫
賞
な
ど
次
々
に
受
賞
。

２
０
０
０
年
に
は
国
際
彫
刻
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）
優
秀
彫
刻
教
育
者
賞
を
ア
ジ

ア
人
と
し
て
初
受
賞
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
実
行
委
員
会

☎
㉖
６
５
１
３

（
合
同
会
社
マ
イ
マ
イ
企
画
内
）

E-m
ail

：ko
h

aya@
sp

ace-art-
tanegashim

a.jp
http://space-art-tanegashim

a.jp/

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
だ
よ
り

ＧＴ８２１５「世阿弥」２０１７
（宇宙科学技術館壁面に展示）
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南
種
子
町
生
涯
学
習
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

第
33
回
南
種
子
町
生
涯
学
習
大
会

が
３
月
５
日
（
日
）、
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、「
町
民
１
人
、
１
学

習
、
１
ス
ポ
ー
ツ
、
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
推
進
す
る
た
め
に
「
み
な
み

た
ね
町
民
大
学
」
を
設
置
し
、
日
頃

の
生
涯
学
習
講
座
な
ど
で
の
成
果
発

表
の
場
と
し
て
、
本
大
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
表
彰
伝
達
、
修
了
証

授
与
、
さ
わ
や
か
子
供
表
彰
授
賞
式

の
後
、
子
ど
も
の
主
張
作
文
発
表
や

高
齢
者
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
、
連

合
青
年
団
の
活
動
報
告
の
ほ
か
、
太

極
拳
講
座
と
ア
フ
リ
カ
ン
ジ
ェ
ン
ベ

講
座
の
学
習
成
果
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
地
域
活
性
化
と
生
涯
学

習
」
と
題
し
て
、
日
本
経
済
大
学
の

石
田
尾
博
夫
教
授
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
、
先
生
の
体
験
談
な
ど
を
交
え

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

に
は
、
行
政
、
住
民
、
企
業
な
ど
地

域
構
成
員
の
「
協
働
」
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

各 種 表 彰
○熊毛地区子ども会育成連絡協議会表彰 平山西之町公民館青少年育成部

○南種子さわやか子供表彰
区分 学校・学年 氏名 区分 学校・学年 氏名

読書賞

平山小・４年 風間　竜乃介

あいさつ賞

平山小・４年 安樂　龍之助

大川小・５年 鈴木　果子 大川小・５年 臼井　はづき

島間小・４年 松村　心 中平小・２年 羽生　彩華

島間小・５年 岡　俊博 中平小・２年 砂坂　悠愛

島間小・５年 𠮷田　一花 中平小・３年 小山　いぶき

長谷小・６年 丸塚　嘉菜恵 中平小・６年 林　良平

中平小・１年 亀川　蒼

学芸賞

中平小・４年 髙橋　心菜

中平小・１年 薩摩　波穗美 中平小・４年 松木　虎天爪

中平小・２年 永松　けい 南種子中・３年 立石　大輝

中平小・３年 橘　和瑚 南種子中・３年 坂之上　春菜

中平小・５年 川元　遥凪 南種子中・３年 濱田　美優

スポーツ賞

西野小・４年 松岡　周生 南種子中・３年 松田　愛翔

西野小・５年 中村　日向 南種子中・３年 古市　莉菜

長谷小・６年 戸川　春樹 南種子中・３年 本東　菜々恵

中平小・５年 立石　稀々香

リーダー賞

茎南小・６年 雨田　美穂乃

南種子中・３年 立石　恭大 長谷小・６年 坂本　凱人

南種子中・３年 立石　優花 南種子中・３年 日髙　斗馬

種子島中央高・３年 古市　永遠 南種子中・３年 寺川　咲

親切友情賞 中平小・５年 柳田　翼 種子島中央高・３年 日髙　佳歩

ボランティア賞 中平小・６年 髙橋　太洋

石田尾博夫教授

太極拳講座成果発表の様子
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南
種
子
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

　

４
月
４
日
（
火
）
か
ら
、
町
中
央

公
民
館
に
、
南
種
子
町
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
調

査
と
保
存
管
理
を
行
う
ほ
か
、
埋
蔵
文

化
財
の
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

展
示
室
に
は
、
島
間
小
平
山
の
藤

平
小
田
遺
跡
出
土
品
、
聞
語
川
下
流

に
あ
る
一
陣
長
崎
鼻
遺
跡
出
土
品
な

ど
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

体
験
学
習
室
で
は
、
古
代
火
お
こ
し

体
験
な
ど
の
体
験
学
習
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
休
館
日
：
毎
週
土
、
日
、
月
曜
日

お
よ
び
国
民
の
祝
日
、

年
末
年
始
（
12
月
28
日

～
１
月
４
日
）

◆
観
覧
料
：
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に

つ
い
て

　

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
遺
跡
」
の
こ
と
で
す
。

　

本
町
に
は
、
１
７
０
以
上
の
遺
跡

が
あ
り
ま
す
。
文
化
財
保
護
法
で
は
、

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
お
い

て
土
木
工
事
な
ど
の
開
発
事
業
を
行

う
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
に
事
前

の
届
出
な
ど
を
、
ま
た
新
た
に
遺
跡

を
発
見
し
た
場
合
に
も
届
出
な
ど
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別
イ

ベ
ン
ト
「
昔
の
子
ど
も
の
遊
び

体
験
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
恒
例
の
「
昔
の
子
ど
も
の

遊
び
体
験
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

竹
笛
づ
く
り
、
竹
鉄
砲
体
験
、
コ

マ
ま
わ
し
、
け
ん
玉
な
ど
の
昔
な
つ

か
し
い
、
子
ど
も
の
遊
び
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
土
器
の
復

元
体
験
な
ど
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
な
ら
で
は
の
体
験
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。　

◆
期
間

　

５
月
３
日
（
水
）
～
５
日
（
金
）

◆
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
場
所

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
体
験
学
習
室

◆
体
験
料

無
料
。
た
だ
し
、
展
示
を
見
学
す
る

場
合
、
別
途
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

◆
主
催
・
共
催

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
町
郷

土
館
、
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

広
田
遺
跡
語
り
部
の
会

行政トピックス

社
会
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

遺跡発掘風景

埋蔵文化財センター
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南
種
子
町
職
員
採
用
候
補
者
名
簿
登

録
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

保
健
師　

若
干
名

◆
受
験
資
格

①
年
齢

　

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
者

②
資
格

　

保
健
師
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
者
、

ま
た
は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
保

健
師
の
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

③
国
籍　

日
本
国
籍
を
有
す
る
者

④
採
用
後
の
住
所
要
件

　

南
種
子
町
内
に
居
住
す
る
こ
と

◆
試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

　

６
月
25
日
（
日
）　

午
前
９
時
～

　

南
種
子
町
研
修
セ
ン
タ
ー

　

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町

　
　
　

中
之
上
２
７
９
３
番
地
１

◆
試
験
科
目

①
教
養
試
験

②
作
文
試
験

③
面
接
試
験

◆
受
験
手
続
き
お
よ
び
受
付
期
間

①
受
験
申
込
書

　

役
場
総
務
課
行
政
係
で
交
付
し
ま
す
。

②
受
験
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

●
履
歴
書
（
写
真
貼
り
付
け
）

●
保
健
師
免
許
証
の
写
し
ま
た
は
最
終

学
校
卒
業
見
込
証
明
書

●
健
康
診
断
書

③
受
付
期
間

　

４
月
10
日
（
月
）
～

　
　

６
月
９
日
（
金
）
必
着

◆
受
験
申
込
書
の
提
出
先
お
よ
び

　

問
い
合
わ
せ
先

　

南
種
子
町
役
場
総
務
課　

行
政
係

　

〒
８
９
１
‐
３
７
９
２

　

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町

　
　

中
之
上
２
７
９
３
番
地
１

　

☎
０
９
９
７
（
２
６
）
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
０
４
）

職
員
採
用
候
補
者
名
簿

　
　
　

登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

有
人
国
境
離
島
法
に
基
づ
く
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
社
会
維
持
推
進

交
付
金
を
活
用
し
た
「
航
路
・
航
空
路

運
賃
低
廉
化
事
業
」
が
、
４
月
１
日
か

ら
実
施
さ
れ
、
離
島
住
民
の
飛
行
機
や

船
の
運
賃
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

引
き
下
げ
に
は
、「
鹿
児
島
離
島
航

空
割
引
カ
ー
ド
」
が
必
要
と
な
り
、

カ
ー
ド
１
枚
で
、
飛
行
機
に
加
え
船

の
割
引
に
も
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
割
引
カ
ー
ド
の
発
行
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
発
行
済
み
の
方
に
つ

い
て
は
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
が
、

有
効
期
限
が
３
年
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
有
効
期
限
の
確
認
も
お
願

い
し
ま
す
。

◆
割
引
の
対
象
者
に
つ
い
て

・
本
町
に
住
所
を
有
す
る
方

◆
離
島
割
引
カ
ー
ド
の
発
行
に
つ
い
て

・
カ
ー
ド
発
行
申
請
に
は
、
顔
写
真

（
上
半
身
縦
３
セ
ン
チ
、
横
2.5
セ
ン

チ
）
と
、
本
町
在
住
を
確
認
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
発
行
は
無
料
で
す
が
、
窓
口
の
込

み
具
合
で
多
少
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
代
理
人
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。

◆
割
引
対
象
航
路

・
鹿
児
島
～
指
宿
～
種
子
島
・
屋
久
島

（
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
「
ト
ッ
ピ
ー
＆
ロ
ケ
ッ
ト
」）

・
鹿
児
島
～
種
子
島

（
フ
ェ
リ
ー
「
プ
リ
ン
セ
ス
わ
か
さ
」）

・
鹿
児
島
～
種
子
島
～
屋
久
島

（
フ
ェ
リ
ー
「
は
い
び
す
か
す
」）

◆
割
引
対
象
航
空
路

・
鹿
児
島
～
種
子
島

（
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

【
制
度
に
関
す
る
こ
と
】

　

県
庁
企
画
部
交
通
政
策
課

　

・
航
空
路
関
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
５
３

　

・
航
路
関
係
（
海
上
路
）

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
３
０
２

【
運
賃
に
関
す
る
こ
と
】

各
運
航
会
社
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
離
島
割
引
カ
ー
ド
発
行
に
関
す
る
こ
と
】

　

役
場
企
画
課　

企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

飛
行
機
や
船
の
運
賃
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
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今
年
６
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
南

種
子
町
の
一
部
の
地
域
に
お
い
て

「
高
速
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
）」
の
提
供
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

※
茎
永
・
島
間
交
換
局
の
サ
ー
ビ
ス

開
始
は
平
成
30
年
３
月
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ご
家
庭
や
職
場
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
快
適
に

な
り
ま
す
。

　
「
高
速
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い

て
、
利
便
性
や
料
金
な
ど
の
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

①
４
月
22
日
（
土
）
午
後
７
時
～

　

②
４
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～

◆
場
所

　

町
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

◆
内
容

　

・
光
サ
ー
ビ
ス
全
般

　

・
質
疑
応
答

　

・
光
サ
ー
ビ
ス
個
別
相
談
会　

な
ど

◆
今
回
サ
ー
ビ
ス
開
始
対
象
地
域

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
南
種
子
交
換
局

　

㉔
１
×
×
×

　

㉖
０
×
×
×
～
㉖
２
×
×
×

　

㉖
６
×
×
×
・
㉖
９
×
×
×

※
掲
載
の
局
番
で
あ
っ
て
も
、
ご

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

今
回
対
象
地
域
外
の
皆
様
で
も
説

明
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

高
速
光
通
信
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　

住
民
説
明
会
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
で
は
、
改
正
農
業
委

員
会
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

農
地
利
用
の
適
正
化
を
よ
り
良
く
進

め
る
た
め
に
、
農
業
委
員
お
よ
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
推
薦
・

公
募
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
人
数

　

農
業
委
員
12
人

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
８
人

（
小
学
校
区
ご
と
に
１
人
）

◆
応
募
資
格

　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

関
す
る
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
者
。

◆
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
農
業
委
員
会
へ
提
出
。（
応
募

用
紙
は
、
農
業
委
員
会
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）

◆
募
集
期
間

　

４
月
17
日
（
月
）
ま
で

◆
任
期
等

○
農
業
委
員

　

平
成
29
年
７
月
20
日
（
木
）

　

～
平
成
32
年
７
月
19
日
（
日
）

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

農
業
委
員
の
任
期
に
準
ず
る
。

◆
選
任
方
法

○
農
業
委
員

　

農
業
委
員
会
委
員
評
価
委
員
会
で

候
補
者
を
選
考
し
、
議
会
の
同
意

を
得
て
、
町
長
が
任
命
。

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

農
業
委
員
会
総
会
で
選
考
し
、
農

業
委
員
会
が
委
嘱
。

◆
公
表

　

応
募
状
況
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
に

際
し
提
出
さ
れ
た
内
容
（
住
所
・

電
話
番
号
な
ど
は
除
く
。）
は
公
表

さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
０
０
）

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
推
薦
・
公
募
に
つ
い
て
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Photo Topics
今
後
の
活
躍
に
期
待

県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会
結
果

　

第
64
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
２
月
18
日
（
土
）

か
ら
開
催
さ
れ
、
５
日
間
の
53
区
間

５
８
８
・
１
km
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、
本
町
出
身
の
３
人
が

選
抜
選
手
と
し
て
出
走
し
ま
し
た
。
各

選
手
と
も
他
市
町
村
の
エ
ー
ス
が
集
ま

る
区
間
を
任
さ
れ
、
力
走
し
ま
し
た
。

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
、
総
合
11
位
と
い

う
結
果
で
し
た
が
、
本
町
出
身
の
３

人
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待

さ
せ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
に
貢
献

地
域
お
こ
し
協
力
隊
任
命
式

　

地
域
活
性
化
に
意
欲
が
あ
り
、
地

域
の
皆
様
と
積
極
的
に
活
動
し
地
域

お
こ
し
に
取
り
組
む
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
と
し
て
、
臼
田
学
さ
ん
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
（
水
）、
町
長
室
に
お
い

て
任
命
式
が
行
わ
れ
、
名
越
修
町
長

か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

臼
田
さ
ん
に
は
、
前
職
な
ど
の
経

験
を
生
か
し
た
地
域
お
こ
し
業
務
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

臼
田
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

熊
毛
で
は
１
人
の
受
賞

土
砂
災
害
防
止
作
文
優
秀
賞

　
「
平
成
28
年
度
土
砂
災
害
防
止
に
関

す
る
絵
画
・
作
文
」
に
お
い
て
、
作

文
の
部
（
中
学
生
）
で
、
県
知
事
表

彰
優
秀
賞
を
南
種
子
中
学
校
１
年
の

宮
園
竜
之
介
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
（
木
）、
南
種
子
中
学
校

校
長
室
に
お
い
て
授
賞
式
が
行
わ
れ
、

熊
毛
支
庁
の
大
塚
行
則
建
設
部
長
か

ら
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
熊
毛
地
区
か
ら
は
宮

園
さ
ん
が
１
人
だ
け
受
賞
と
の
こ
と

で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

冨永大喜選手・川内田玲央選手・河東寛大選手

◆本町からの出場選手

氏 名 出身・所属

冨 永 　 大 喜 上中・霧島市消防局

川内田　玲央 島間・志學館大学３年

河 東 　 寛 大 西之・樟南高等学校３年
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宇宙のまち話題
宝
満
神
社
赤
米
お
田
植
え
祭
り
保
存
会
が

た
ね
や
く
き
ら
め
き
表
彰
受
賞

　

３
月
２
日
（
木
）、
熊
毛
支
庁
が
行

う
「
た
ね
や
く
き
ら
め
き
表
彰
」
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
残
る
文
化
財
の
伝
承
や
保

護
に
努
め
る
と
と
も
に
、
赤
米
を
通

じ
た
文
化
交
流
や
児
童
・
生
徒
に
対

す
る
郷
土
教
育
、
歴
史
教
育
、
赤
米

の
稲
刈
り
体
験
な
ど
、
地
域
資
源
と

し
て
の
魅
力
を
積
極
的
に
島
外
に
発

信
し
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

活
躍
を
ご
期
待
し
ま
す

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

　

３
月
３
日
（
金
）、
平
成
28
年
度
南

種
子
町
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
入
隊
者
は
、
寺
内
竜
太
郎

さ
ん
（
下
中
）、
岩
坪
和
幸
さ
ん
（
長

谷
）、
河
口
亮
さ
ん
（
上
中
）、
山
中

和
美
さ
ん
（
上
中
）
の
４
人
で
し
た
。

　

会
で
は
、
名
越
修
町
長
か
ら
激
励

の
言
葉
が
送
ら
れ
た
ほ
か
、
４
人
の

入
隊
者
か
ら
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

各
校
の
技
術
を
競
っ
て

ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

３
月
２
日
（
木
）
～
４
日
（
土
）

の
３
日
間
、
第
13
回
種
子
島
ロ
ケ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
全
国
の
大
学
な
ど
か
ら

59
チ
ー
ム
２
５
２
人
が
参
加
し
、
製

作
し
た
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
や
模
擬
人

工
衛
星
の
性
能
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
大
賞
に
は
、
鹿
児
島
高

専
「
Ｃ
ａ
ｎ　

じ
ゃ
っ
ど
！
」
チ
ー

ム
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
講
演
会

　

３
月
15
日
（
水
）、
町
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

官
民
の
立
場
を
乗
り
越
え
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
つ
い
て
支
援
を

さ
れ
て
い
る
山
本
聖
さ
ん
に
ご
講
演

い
た
だ
き
、
町
内
の
関
係
団
体
や
事

業
主
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
と
は
地
域

に
根
付
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
や
、
お
客
様
目
線
で
の
販

売
戦
略
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

モデルロケット打上げの様子
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Information

女
性
検
診
の
実
施
に

つ
い
て

　

本
町
で
は
４
月
に
女
性
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
は

若
い
女
性
に
増
え
て
い
る
が

ん
で
す
。
し
か
し
、
自
覚
症

状
が
少
な
い
た
め
、
早
期
発

見
す
る
に
は
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
40
歳
を
境
に
骨
密

度
や
骨
量
が
徐
々
に
低
下
す

る
こ
と
に
よ
り
、
骨
折
を
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
を
受
診
し
、

自
分
の
骨
の
状
態
を
知
り
、

生
活
改
善
や
治
療
な
ど
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。

　

年
齢
や
保
険
に
応
じ
て
、

助
成
対
象
に
な
る
方
も
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
程

　

４
月
18
日
（
火
）、
19
日
（
水
）

◆
受
付
時
間

　

午
前
：
８
時
30
分
～
９
時

　

午
後
：
０
時
30
分
～
１
時

◆
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
生
き
が
い

活
動
室

◆
検
診
一
覧

◆
持
参
す
る
も
の

・
受
診
票
・
健
康
手
帳

・
保
険
証
と
印
鑑
（
国
保
の
方
）

　

対
象
の
方
に
は
、
今
年
２

月
に
各
種
検
診
の
申
込
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
申
し
込
み
を
さ

れ
た
方
に
は
、
４
月
に
受
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

　

現
在
も
電
話
で
の
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
役
場
保
健
福
祉
課
保

健
衛
生
係
☎
㉖
１
１
１
１

（
内
線
１
３
６
）

種
子
島
産
婦
人
科
医
院

土
曜
診
療
に
つ
い
て

　

種
子
島
産
婦
人
科
医
院
で

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
月

１
回
の
土
曜
診
療
を
開
始
い

た
し
ま
す
。

　

実
施
日
は
不
定
期
で
す
の

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電

話
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://tane-san.com
/

◎
問
＝
種
子
島
産
婦
人
科
医

院
☎
㉓
３
３
３
２

感
電
事
故
防
止
に
つ

い
て

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
が
、
感
電
事
故
防
止

の
た
め
、
電
線
付
近
で
の
鯉

の
ぼ
り
の
掲
揚
は
、
絶
対
に

行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
万
が
一
鯉
の
ぼ
り
や

釣
り
糸
な
ど
が
電
線
な
ど
に
掛

か
っ
た
場
合
は
お
近
く
の
九
州

電
力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
九
州
電
力
株
式
会

社
熊
毛
配
電
事
業
所
☎

０
１
２
０
（
９
８
６
）
８
０
７

平
成
30
年
歌
会
始
の
お

題
お
よ
び
詠
進
歌
の
詠

進
要
領
に
つ
い
て

平
成
30
年
歌
会
始
の
お
題

　
『
語
』

※
お
題
は
「
語ご

」
で
す
が
、

「
語
」
の
文
字
が
詠
み
こ
ま

れ
て
い
れ
ば
よ
く
、
熟
語
に

し
て
も
訓
読
み
し
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
１
人
１
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

②
様
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の

半
紙
）
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半

分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ

り
が
な
つ
き
）、
生
年
月
日
、

性
別
お
よ
び
職
業
（
な
る
べ

く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。（
様
式

図
参
照
）

　

無
職
の
場
合
に
は
「
無

職
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
以
前
に
職
業
に
つ
い
て

い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に

は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。）
主

婦
の
場
合
は
、「
主
婦
」
と

書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

③
用
紙
は
、
全
て
毛
筆
で
自

書
し
て
く
だ
さ
い
。

・
詠
進
の
期
間

　

９
月
30
日
（
土
）
ま
で
と

し
、
郵
送
の
場
合
は
消
印

が
９
月
30
日
ま
で
の
も
の

を
有
効
と
し
ま
す
。

様
式
図

（
山
折
り
）

お
題
「
語
」

｀
｀
｀
｀
｀
｀
｀
｀
｀
｀

｀
｀
｀
｀
｀
｀
｀
｀
｀
｀

〒
住　
　

所

　

電
話
番
号氏　

名
生
年
月
日

性
別

職　
　

業

乳がん検診（40 歳から対象）

40 歳代 2 方向撮影 2,000 円

50 ～ 70 歳
1 方向撮影

1,500 円

70 歳以上 無料

子宮がん検診（20 歳から対象）

20 ～ 69 歳 900 円

70 歳以上 無料

骨粗しょう症（40 歳から対象）

40 歳以上 800 円
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・
郵
便
の
宛
て
先

「
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て

封
入
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.
kunaicho.go.jp)

を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外

協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
に
合
わ
せ
て
、

事
業
概
要
の
説
明
や
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
体
験
談
・
活
動

紹
介
を
行
う
「
体
験
談
＆
説

明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

３
月
31
日
（
金
）

～
５
月
10
日
（
水
）

【
青
年
海
外
協
力
隊
】

・
応
募
資
格

平
成
29
年
10
月
１
日
時
点

で
満
20
歳
以
上
か
つ
平
成

29
年
５
月
10
日
時
点
で
満

39
歳
以
下
の
日
本
国
籍
を

持
つ
方

【
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

・
応
募
資
格

平
成
29
年
５
月
10
日
時
点

で
満
40
歳
か
ら
満
69
歳
ま

で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

◆
体
験
談
＆
説
明
会

○
３
月
25
日
（
土
）

時
間
：
午
後
２
時
30
分
～

場
所
：
鹿
児
島
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
東
棟
４
階　

小
研
修
室
第
２

○
４
月
20
日
（
木
）

時
間
：
午
後
７
時
～

場
所
：
勤
労
セ
ン
タ
ー
（
よ

か
セ
ン
タ
ー
）
７
階

第
１
会
議
室

　

詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.
jica.g

o
.jp

/vo
lu

n
teer/

index.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◎
問
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
市

民
参
加
協
力
課
☎
０
９
３

（
６
７
１
）
６
３
１
１

職
業
訓
練
指
導
員

（
48
時
間
）
講
習
の
実

施
に
つ
い
て

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

は
職
業
訓
練
指
導
員
（
職
業

訓
練
に
お
い
て
訓
練
を
担
当

す
る
者
）
と
し
て
必
要
な
能

力
を
付
与
す
る
た
め
、
講
習

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
習
修
了
後
に
鹿

児
島
県
知
事
に
申
請
す
る
こ
と

で
、
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
期
日

７
月
25
日
（
火
）
～
27
日

（
木
）、
８
月
１
日
（
火
）

～
３
日
（
木
）
の
６
日
間

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

◆
場
所

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児

島
（
予
定
）

（
鹿
児
島
市
東
郡
元
町
14
‐
３
）

◆
受
講
資
格

①
技
能
検
定
（
国
家
検
定
）
の

１
級
・
単
一
等
級
合
格
者

②
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者

で
４
年
～
10
年
の
実
務
経

験
者

③
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許

職
種
に
関
す
る
学
科
を
修

め
た
者
で
、
大
学
卒
者
２

年
、
短
期
大
学
・
高
等
専

門
学
校
卒
者
４
年
、
高
等

学
校
卒
者
７
年
の
実
務
経

験
の
あ
る
者

◆
受
付
期
間

　

５
月
22
日
（
月
）

～
６
月
２
日
（
金
）
必
着

◆
定
員

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

◆
受
講
料

　

１
５
６
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◎
問
＝
鹿
児
島
県
職
業
能

力
開
発
協
会
☎
０
９
９

（
２
２
６
）
３
２
４
０

薬
用
植
物
資
源
研
究

セ
ン
タ
ー
施
設
一
般

公
開
に
つ
い
て

　

薬
用
植
物
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
種
子
島
研
究
部
で
は
、

次
の
日
程
で
施
設
を
一
般
公

開
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

◆
期
日

　

４
月
22
日
（
土
）

◆
時
間

　

午
前
９
時
30
分

～
午
前
12
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
～
正
午
）

　

※
荒
天
の
場
合
は
中
止

◆
内
容

・
薬
用
植
物
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の

紹
介
（
薬
効
な
ど
の
説
明

と
花
の
見
学
）

・
園
内
の
植
物
案
内
と
解
説
、

自
由
見
学
。

◎
問
＝
薬
用
植
物
資
源
研
究

セ
ン
タ
ー
種
子
島
研
究
部
☎

㉗
０
１
４
２

情報のページ 問＝問い合わせ先
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◆
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
と
こ

と
ん
や
り
ぬ
こ
う

（
長
谷
小
学
校
）

　

長
谷
小
学
校
で
は
、
夢
や

希
望
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と

の
大
切
さ
や
す
ば
ら
し
さ
を

学
ぶ
た
め
に
、
毎
年
『
郷
土

の
先
輩
講
話
』
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
月
25
日

（
土
）
に
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー

気
象
予
報
士
で
あ
り
、
２
年

生
の
保
護
者
で
も
あ
り
ま
す

勝
田
貴
典
さ
ん
の
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
に
影

響
す
る
気
象
予
報
の
内
容

に
、
子
ど
も
た
ち
も
興
味
を

持
っ
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

勝
田
さ
ん
は
小
学
４
年
生

か
ら
、
気
象
通
報
の
ラ
ジ
オ

番
組
を
聴
き
な
が
ら
、
天
気

図
を
描
い
て
い
た
こ
と
を
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
番

組
を
録
音
し
、
何
度
も
聞
き

な
が
ら
天
気
図
を
完
成
さ
せ

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
、
子

ど
も
た
ち
も
び
っ
く
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、『
自
分
の
好
き
な

こ
と
を
と
こ
と
ん
や
り
ぬ
こ

う
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子

ど
も
た
ち
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

◆
新
入
学
児
童
体
験
入
学

（
島
間
小
学
校
）

　

２
月
16
日
（
木
）、
来
年

度
入
学
予
定
の
新
入
学
児
童

６
人
の
体
験
入
学
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

始
め
に
、
１
年
生
と
の
交

流
で
は
、「
１
年
生
に
な
っ
て

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」

の
発
表
を
し
ま
し
た
。
い
つ

も
と
違
っ
て
、
新
入
生
の
お

兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
し
て

立
派
に
進
行
や
発
表
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
５
年
生
と
の
交
流
で

は
、
校
内
を
チ
ー
ム
で
探
険

し
、
宝
物
を
探
し
て
回
り
ま

し
た
。
宝
物
が
全
部
そ
ろ
う

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
る
よ
う

に
し
て
い
て
、
５
年
生
も
一

緒
に
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。

最
後
に
手
作
り
の
メ
ダ
ル
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
新
入
学

予
定
の
子
ど
も
た
ち
は
満
面

の
笑
み
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

  

入
学
式
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
お
別
れ
集
会
・
お
別
れ
遠
足

（
平
山
小
学
校
）

　

３
月
２
日
（
木
）
に
全
校

で
お
別
れ
集
会
を
行
い
ま
し

た
。
１
・
２
年
生
は
合
奏
の
発

表
、
３
・
４
年
生
は
お
笑
い
、

５
・
６
年
生
は
パ
ー
ソ
ナ
ル

ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
み
ん
な
で
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
し

ま
し
た
。
卒
業
す
る
６
年
生

や
宇
宙
留
学
生
の
友
達
４
人

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
３
月
３
日

（
金
）
は
お
別
れ
遠
足
が
あ

り
ま
し
た
。
長
谷
公
園
ま
で

１
年
生
と
６
年
生
、
２
年
生

と
５
年
生
、
３
年
生
と
４
年

生
が
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て

い
き
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
で
、
こ
お
り
鬼
や

し
っ
ぽ
と
り
ゲ
ー
ム
を
し
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
長
谷
公
園

の
桜
も
き
れ
い
で
し
た
。

　

お
別
れ
集
会
、
お
別
れ
遠

足
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
一
緒

に
過
ご
し
た
思
い
出
や
喜
び

を
分
か
ち
合
う
、
心
温
ま
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
お
別

れ
す
る
こ
と
は
大
変
寂
し
い

で
す
が
、
こ
の
仲
間
に
出
会

え
た
喜
び
は
そ
れ
以
上
に
か

け
が
え
の
な
い
こ
と
だ
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
ベ
ン
チ
作
り（

花
峰
小
学
校
）

　

２
月
18
日
（
土
）
は
、
青
少

年
育
成
の
日
で
す
。
こ
の
日
は

地
域
の
方
を
講
師
に
お
迎
え
し

ベ
ン
チ
を
作
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
使
う
道
具
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
一
つ
ず
つ
丁

寧
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で

ち
ょ
っ
と
ず
つ
上
手
に
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
。
自
分
た
ち
の
手
で

組
み
合
わ
せ
て
、
少
し
ず
つ
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私
の
夢茎

南
小
　
六
年
　
片
板
　
和
花

　

私
は
、
五
才
の
こ
ろ
か
ら
保
育
園
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
友
達

と
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

と
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
保
育
園
が
私
に
と
っ
て
楽
し
い
場
所

だ
っ
た
な
あ
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
私
は
少
し
ず

つ
「
保
育
士
」
に
な
り
た
い
と
思
い
始

め
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
先
生
に

「
茎
南
小
は
、
ね
え
ち
ゃ
ん
、
に
い
ち
ゃ

ん
っ
て
呼
ぶ
ん
だ
ね
。
い
い
ね
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
行
事
で
も
呼
び
方
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
私
も
下
級
生
に
「
和
花
ね
え
ち
ゃ

ん
。」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

当
た
り
前
だ
と
思
い
、
い
い
と
も
、
悪

い
と
も
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
先
生
は
続
け
て
、

「
み
ん
な
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
や
お
兄
ち
ゃ

ん
た
ち
に
優
し
く
し
て
も
ら
っ
て
き
た

か
ら
、
こ
う
や
っ
て
下
級
生
に
も
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
ね
。」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
確
か
に
こ
の

六
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
上
級

生
と
一
緒
に
遊
び
、
委
員
会
や
そ
う
じ

を
し
て
そ
の
中
で
、
優
し
く
い
ろ
ん
な

こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
私
が
下
級

生
に
委
員
会
の
仕
事
や
そ
う
じ
の
仕
方

等
を
教
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
と
て
も

仲
良
し
で
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
茎
南
小
で
過
ご
す
方
法
が
受
け
つ

が
れ
て
き
た
こ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
で
も
茎
南
小
を
卒
業
し
た
お
姉

ち
ゃ
ん
や
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
合
同

運
動
会
や
も
ち
つ
き
等
の
行
事
に
一
緒

に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時

「
茎
南
小
っ
て
い
い
な
あ
」
と
思
い
ま

す
。
卒
業
し
て
も
ず
っ
と
年
に
数
回
こ

う
や
っ
て
会
え
る
か
ら
で
す
。

　

私
が
「
保
育
士
」
の
夢
を
持
っ
た
の

も
、
少
な
か
ら
ず
茎
南
小
の
こ
の
上
級

生
と
下
級
生
と
の
つ
な
が
り
の
中
に
い

た
か
ら
こ
そ
持
て
た
夢
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
う
考
え
る
と
こ
の
つ
な
が
り
は
、

私
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
す
。
三
月

に
は
、
卒
業
し
ま
す
が
下
級
生
の
み
ん

な
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
つ
な
が
り

を
茎
南
小
の
い
い
と
こ
ろ
と
し
て
、
受

け
つ
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

上
級
生
や
下
級
生
と
一
緒
に
過
ご
す
中

で
、
た
く
さ
ん
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
す
。

　

上
級
生
や
下
級
生
と
楽
し
く
遊
ん
だ

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
私
も
合

同
運
動
会
や
地
域
の
行
事
に
参
加
し
保

育
士
に
な
る
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
数
十
年
後
小

さ
な
子
供
達
が
楽
し
い
な
あ
と
思
え
る

よ
う
に
、
笑
顔
で
優
し
い
「
保
育
士
」

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ベ
ン
チ
」
の
形
に
な
っ
て
い

く
様
子
を
見
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
は
物
を
作
る
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

　

仕
上
げ
に
ペ
ン
キ
を
き
れ

い
に
塗
っ
て
完
成
。

　

こ
の
ベ
ン
チ
は
、
い
つ
も

花
峰
小
学
校
の
こ
と
を
支
え
、

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
老

盛
会
の
皆
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
老
盛
会
の
皆
様
も

き
っ
と
喜
ん
で
く
だ
さ
る
だ

ろ
う
と
贈
呈
式
を
子
ど
も
た

ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
作
品
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種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

特
別
公
開
へ
行
っ
て
み
よ
う

 

「
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
施
設
特
別
公

開
２
０
１
７
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

期
日
：
４
月
22
日
（
土
）

時
間
：
午
前
９
時
30
分～

午
後
３
時
30
分

場
所
：
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　
　
　

宇
宙
科
学
技
術
館　

な
ど

　

今
回
の
特
別
公
開
は
、
３
月
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
宇
宙
科

学
技
術
館
を
舞
台
に
、
体
験
型
の

ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
す
！

　

そ
の
他
、
毎
年
人
気
の
「
ス
ペ

シ
ャ
ル
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
、「
水
ロ

ケ
ッ
ト
の
製
作
と
打
上
げ
」、
種
子

島
で
活
躍
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ス

テ
ー
ジ
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
当
日
は
、
地
元
団

体
の
屋
台
販
売
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

管
理
課
広
報
係
（
☎
㉖
２
１
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宇
宙
科
学
技
術
館

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！

　

昨
年
12
月
よ
り
館
内
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
26

日
（
日
）
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎

え
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
展
示
は
、
見

る
だ
け
で
な
く
触
っ
て
体
感
で
き
る

展
示
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
全
身
で
宇

宙
を
感
じ
な
が
ら
科
学
館
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。　

　

ま
た
、
施
設
案
内
ツ
ア
ー
の
見
学

場
所
の
一
つ
で
あ
る
大
崎
第
一
事
務

所
は
「
ロ
ケ
ッ
ト
ガ
レ
ー
ジ
」
と
名

前
を
変
え
、
展
示
物
が
一
部
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
中
種
子
町

の
増
田
に
あ
る
「
増
田
宇
宙
通
信
所
」

の
展
示
室
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

宇宙科学技術館

増田宇宙通信所 ロケットガレージ

昨年の特別公開の様子（左）ステージでのパフォーマンス、（右）スペシャルバスツアー
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消防署だより【熊毛地区消防組合　南種子分遣所　☎ 26-1060】

社協だより【町社会福祉協議会　☎ 26-1703】

河内温泉デイサービスでの１コマ

ひなまつり（３月３日）

　

４
月
に
入
り
、
火
災
が
多
発
す
る

時
期
は
過
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
火
災
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

種
子
島
内
で
の
火
災
は
さ
と
う
き

び
の
ハ
カ
マ
焼
き
に
よ
る
火
災
が
特

に
多
く
、
防
災
無
線
な
ど
に
よ
り
、

事
前
の
届
出
を
行
う
よ
う
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
出
と
い
う
の
は
「
火
災
と

紛
ら
わ
し
い
煙
ま
た
は
火
災
を
発
す

る
恐
れ
の
あ
る
行
為
」
の
届
出
と
い

う
も
の
で
、
熊
毛
地
区
消
防
組
合
火

災
予
防
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
が
事
前
に
焼
却
行
為
を
把
握

し
、
誤
報
に
よ
る
出
動
を
避
け
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
届
出
を
受

理
す
る
こ
と
に
よ
り
他
の
法
令
に
係

る
廃
棄
物
の
焼
却
行
為
を
許
可
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

分
遣
所
へ
の
届
出
が
必
要
な
主
な

内
容
と
し
て
は
、

・
通
常
の
た
き
火
よ
り
大
き
い
た
き
火

・
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

為
を
行
う
た
め
の
必
要
な
焼
却

・
農
業
を
行
う
た
め
や
む
を
得
な
い

も
の
と
し
て
行
う
焼
却

・
そ
の
他
著
し
く
煙
、
炎
が
出
る
よ

う
な
作
業
を
行
う
場
合

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行

為
を
行
う
際
に
は
、
必
ず
事
前
に
届

出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
焼
却
を
行
う
と
き
に
は
、

火
災
防
止
の
た
め
に
次
の
注
意
事
項

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
気
象
状
況
が
悪
化
し
た
り
、
他
に

延
焼
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
直

ち
に
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
風
に

よ
り
灰
、
火
の
粉
が
飛
ば
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
消
火
用
具
な
ど
を
用
意
し
て
い
つ

で
も
消
火
で
き
る
態
勢
を
整
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
焼
却
中
は
必
ず
監
視
人
、
見
張
人

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
付
近
の
住
民
に
配
慮
し
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
よ
う
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
付
近
の
住
民
か
ら
苦
情
が
出

た
場
合
に
は
中
止
を
要
請
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
一
度
に
大
量
の
焼
却
は
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
枯
草
等
は

煙
が
あ
ま
り
出
な
い
よ
う
に
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
発
生
す
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
も
の
は
焼
却
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
安
全
な
場
所
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
た
時
は
火

の
使
用
に
つ
い
て
制
限
す
る
処
置
を

取
り
ま
す
の
で
、
分
遣
所
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
の
際
に
は
、
直
ぐ
に
１
１
９

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
を
発
す
る

恐
れ
の
あ
る
行
為
等
の
届
出
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
（
平
成
29
年
４
月

１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
）
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
申
し

込
み
を
開
始
し
ま
す
。

　

４
つ
の
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
基
本
タ
イ
プ
（
Ａ
プ
ラ

ン
）
の
場
合
、
年
間
保
険
料
は

３
５
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
故
や
ケ
ガ
な
ど
を
補
償

し
ま
す
。

　

他
に
も
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
保

険
料
・
補
償
内
容
な
ど
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
町
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の

ご
案
内
に
つ
い
て
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健康ひろば【公立種子島病院　☎ 26-1230】

年金だより【役場保健福祉課福祉年金係　☎ 26-1111（内線 134・135）】

◆
今
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
は
月
額
１
６
４
９
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
６
カ
月
や
１
年
も
し
く

は
、
２
年
分
の
前
納
で
、
保

険
料
が
割
り
引
か
れ
る
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機

構
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
☎

０
９
９
（
２
２
５
）
５
３
１
１
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

　

学
生
の
方
で
納
付
が
困
難
な

場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
納
付
の
特
例
猶
予
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
学
生

証
、
在
学
証
明
書
が
必
要
）

　

昨
年
申
請
さ
れ
た
方
も
毎

年
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
般
免
除
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
７
月
か
ら
の

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
年

金
係
ま
で
。

◆
年
金
記
録
に
間
違
い
は
？

　

昔
、
勤
め
た
会
社
ご
と
に

年
金
番
号
が
付
さ
れ
る
な
ど
、

複
数
の
番
号
を
持
っ
て
い
る

の
に
、
現
在
の
番
号
に
統
合

さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
名

前
の
「
づ
」
と
「
ず
」、「
高
」

と
「
髙
」
な
ど
の
違
い
で
記

録
が
別
人
扱
い
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

確
認
や
調
査
は
、
年
金
相
談

で
の
相
談
が
一
番
簡
単
な
方
法

で
す
が
、
他
に
も
、
年
金
事
務

所
へ
の
電
話
相
談
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
な
ど
に
よ
り
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
金
を
請
求
す

る
方
も
、
す
で
に
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
も
、
今
一

度
、
記
録
を
確
認
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
28
年
４
月
に
改
定

さ
れ
た
診
療
報
酬
（
患
者

様
の
負
担
額
）
に
つ
い
て

薬
剤
が
処
方
さ
れ
た
場
合
、

毎
回
窓
口
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
処
方
せ
ん
料
に
つ

い
て
い
く
つ
か
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

基
本
的
な
処
方
せ
ん
料

は
68
点
と
な
り
ま
す
。

（
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
こ
こ
で
は
３
歳

以
上
の
方
で
お
話
い
た
し

ま
す
。）

※
68
点
を
金
額
で
お
示
し

す
る
と
、
１
割
負
担
の

場
合
70
円
。
２
割
負
担

で
は
１
４
０
円
。
３
割

負
担
で
は
２
０
０
円
と

な
り
ま
す
。）

①
７
種
類
以
上
で
14
日
以

上
処
方
さ
れ
た
場
合
40

点
。（
服
用
方
法
で
異
な

り
ま
す
）

②
一
般
名
で
処
方
さ
れ
た
場

合
２
剤
以
上
は
68
点
ま
た

は
40
点
に
３
点
加
算
。
１

剤
で
は
２
点
加
算
と
な
り

ま
す
。

※
一
般
名
処
方
と
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

発
医
薬
品
）
の
あ
る
医

薬
品
で
、
患
者
様
が
保

険
薬
局
で
先
発
医
薬
品

と
後
発
医
薬
品
を
選
択

で
き
る
も
の
で
す
。

③
１
回
の
処
方
に
お
い
て

抗
不
安
薬
を
３
種
類
以

上
、
睡
眠
薬
を
３
種
類

以
上
、
抗
う
つ
薬
を
３

種
類
以
上
ま
た
は
抗
精

神
病
薬
を
３
種
類
以
上

処
方
さ
れ
た
場
合
30
点

と
な
り
ま
す
。

　

患
者
様
一
人
一
人
処
方

内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

保
険
薬
局
で
残
薬
調
整

し
た
場
合
、
処
方
せ
ん
料

が
変
わ
り
追
加
で
料
金
が

発
生
す
る
場
合
や
、
返
金

す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

処
方
せ
ん
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

公
立
種
子
島
病
院　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
事
係　

細
山　

み
さ
き
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図書館だより【町立図書館　☎ 26-6690】

地域包括支援センターだより【地域包括支援センター 　☎ 24-1660　☎ 26-2035】
　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
家
庭
内
で
の

備
え
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

非
常
持
ち
出
し
品

・
非
常
食　

・
飲
料
水

・
内
服
薬　

・
保
険
証
の
コ
ピ
ー

・
お
薬
手
帳

・
排
泄
用
品

（
簡
易
ト
イ
レ
・
紙
お
む
つ
な
ど
）

・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
現
金
（
お
札
、
小
銭
）

・
補
聴
器　

・
杖

・
メ
ガ
ネ　

・
通
帳

・
印
鑑　
　

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

・
携
帯
電
話　

・
毛
布

・
懐
中
電
灯　

・
携
帯
ラ
ジ
オ

・
使
い
捨
て
カ
イ
ロ　

・
う
ち
わ　

・
ポ
リ
袋

な
ど

　

そ
の
他
、
自
分
の
最
低
限

必
要
な
も
の
を
ま
と
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

各
地
区
の
避
難
所

平
山
：
平
山
地
区
公
民
館
・

平
山
小
学
校

茎
永
：
茎
永
地
区
公
民
館
・

茎
南
小
学
校

下
中
：
下
中
地
区
公
民
館
・

花
峰
小
学
校

西
之
：
西
之
地
区
公
民
館
・

西
野
小
学
校

西
海
：
西
海
地
区
公
民
館
・

大
川
小
学
校

島
間
：
仲
之
町
公
民
館
・
島

間
小
学
校
・
町
自
然

の
家

長
谷
：
長
谷
地
区
公
民
館
・

長
谷
小
学
校

上
中
：
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
中
平
小
学

校
・
南
種
子
中
学

校
・
町
中
央
公
民
館

　

定
期
的
な
防
災
訓
練
に
参

加
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
災
害
へ
の

備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

★
４
月
23
日
か
ら

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
★

　

４
月
23
日
（
日
）
か
ら
５
月
12
日
（
金
）
ま
で

は
、「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　

町
立
図
書
館
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
思
わ
ず
本

を
読
み
た
く
な
る
よ

う
な
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
図
書
館
へ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
♪

★
お
は
な
し
会
の

お
知
ら
せ
★

日
時
：
４
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

場
所
：
町
立
図
書
館

　

本
の
紹
介
や
、
ち
ょ
っ
と
難
し

い
折
り
紙
な
ど
も
し
ま
す
よ
。

　

ご
家
族
で
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

★
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！
★

　

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

４
月
か
ら
新
生
活
を
始
め
た
と
い
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
引
越

し
や
お
片
付
け
が
ひ
と
段
落
つ
い
た
ら
、

町
立
図
書
館
へ
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

中
種
子
・
西
之
表
に
お
住
ま
い
の
方
は

『
町
外
利
用
』、
お
仕
事
で
短
期
滞
在
さ
れ

て
い
る
方
や
、
長
期
帰
省
・
里
帰
り
出
産

な
ど
で
町
内
の
ご
実
家
や
ご
親
戚
の
所
に

滞
在
し
て
い
る
と
い
う
方
も
『
短
期
利

用
』
と
い
う
形
で
、
利
用
者
カ
ー
ド
を
作

り
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

島
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
は
驚
か

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
当
図
書

館
で
は
ま
だ
手
書
き
の
貸
出
カ
ー
ド
を

使
っ
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
な
感
じ
が
逆

に
新
し
い
か
も
!?

　

町
立
図
書
館
は
、
町
役
場
の
す
ぐ
近
く

に
あ
り
ま
す
。
役
場
で
の
手
続
き
つ
い
で

に
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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本
善
寺
は
、
下
中
地
区
山

神
に
所
在
す
る
法
華
宗
の
寺

で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
下
中
之
村

（
現
在
の
下
中
）
全
体
の
菩
提

寺
で
あ
っ
た
。
境
内
に
は
山

神
ど
ん
の
背
負
石
と
呼
ば
れ

る
力
石
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

願
成
就
祭
り
の
日
に
は
、

下
中
地
区
の
人
々
が
ヤ
ー
ト

セ
ー
な
ど
の
踊
り
を
奉
納
す

る
。

池
いけがめ

亀　夢
ゆ ず

珠ちゃん
平成 25 年 12 月 9 日生まれ
耕一さん・沙織さんの女の子（長谷）

関
せき

　健
けんぞう

蔵くん
平成 25 年 12 月 29 日生まれ
洋一さん・まり子さんの男の子（茎永）

わ が 家 の ア イ ド ル

お父さん・お母さんからひとこと お父さん・お母さんからひとこと
　泣き虫な夢珠♪
　でも、時にはつたない方言や面白い
ことを言って、笑わせてくれます。
　これからも、元気いっぱい大きくなっ
てね！！

　強くてたくましい健蔵。恥ずかしが
り屋で泣き虫の健蔵。おしゃべりで笑
い上戸の健蔵。どの健蔵も大好きだよ。
すくすくのびのび大きくなーれ。

本
善
寺

（
下
中
地
区
）

　

南
種
子
町
に

は
、
数
多
く
の

神
社
・
仏
閣
が

あ
り
ま
す
。

　

町
教
育
委
員

会
が
行
っ
て
い

る
調
査
の
成
果

に
つ
い
て
連
載

い
た
し
ま
す
。

奉納踊り（ヤートセー）

山神どんの背負石
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

し
、
ご
芳
志
は
、
社
会
福
祉
事
業
推

進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

上
浦　

敬
子　
　
（
母
・
夏
田
サ
チ
子
）

西
川　

清
彦　
　
（
叔
母
・
松
元
幸
代
）

山
田　

ミ
キ　
　
（
夫
・
秀
一
）

牛
野　

美
津
子　
（
父
・
中
村
徹
馬
）

柳
田　

ム
ツ
子　
（
兄
・
重
信
文
夫
）

羽
生　

守　
　
　
（
母
・
シ
メ
）

小
川　

初
美　
　
（
父
・
外
園
重
信
）

柳
田　

一
夫　
　
（
母
・
キ
ヨ
ネ
）

（
氏
名
） 　
　
　
　
（
保
護
者
）　　
　

    （
地
区
）

横よ
こ
や
ま山　

夕た

わ琶   （
健
・
睦
美
）　　

上
中

（
氏
名
）　　
　
　
　

    （
年
齢
）　 （
地
区
）

重
信　

文
夫　
　
　

84　
　

西
海

中
村　

徹
馬　
　
　

80　
　

西
海

外
園　

重
信　
　
　

64　
　

茎
永

羽
生　

シ
メ　
　
　

89　
　

平
山

柳
田　

キ
ヨ
ネ　
　

99　
　

下
中

野
久
保　

シ
マ　
　

84　
　

島
間

原
田　

秋
成　
　
　

79　
　

上
中

鮫
島　

満
雄　
　
　

75　
　

西
之

お
く
や
み

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　2月28日現在
総人口（ 人 ） 5,750（－ 5）

男（ 人 ） 2,831（－ 6）
女（ 人 ） 2,919（＋ 1）

世帯数（ 戸 ） 2,946（－ 4）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

2 月 2 件 28 件
累 計 5 件 57 件

■日曜在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話

2 公立種子島病院 南種子町 26-1230

9 種子島医療センター 西之表市 22-0960

16 高岡医院 中種子町 27-3100

23 種子島医療センター 西之表市 22-0960

30 田上診療所 中種子町 27-0325

■公立種子島病院の各科診療日
診 療 科 目 診　　　療　　　日

眼 　 科 3、4、24、25 日

耳鼻咽喉科 13、27 日

整 形 外 科 毎週火曜日（午前）

消化器外科 毎週水曜日

日 曜日 行　　事　　名 時　間　・　場　所

3 月  宝満神社御田植祭 9：00～　

6 木
 町内小・中学校入学式  各学校

 母子手帳交付  13：30～　町研修センター

15 土  青少年育成の日

16 日  家庭の日

18 火  女性検診 8：30～　福祉センター生きがい活動室

19 水  女性検診 8：30～　福祉センター生きがい活動室

21 金  乳幼児健診  10：00～　福祉センター生きがい活動室

22 土
 種子島宇宙センター施設特別公開  9：30～　種子島宇宙センター

 光通信サービス開始に係る住民説明会  19：00～　町研修センター

23 日  光通信サービス開始に係る住民説明会  10：00～　町研修センター

28 金  のびのび赤ちゃん教室  10：00～　福祉センター生きがい活動室

■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　3月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 1（± 0） 0（± 0） 1（± 0）
中種子町 1（－ 2） 0（± 0） 1（－ 2）
西之表市 5（－ 1） 0（± 0） 5（－ 1）

計 7（－ 3） 0（± 0） 7（－ 3）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
2
月
28
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　
　
　（
2
月
28
日
ま
で
届
出
分
）

4 月の予定

５
月
１
日
（
月
）
は

●
軽
自
動
車
税
の

納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！
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３
月
14
日
（
火
）、
第
23
回
南

種
子
中
学
校
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
卒
業
生
は
、39
人
（
男

子
15
人
、
女
子
24
人
）
で
し
た
。

　

式
で
は
、
西
村
真
校
長
か
ら

一
人
一
人
に
卒
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
卒
業
生
に

よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
る
と
、
多

く
の
保
護
者
か
ら
温
か
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

南
種
子
中
学
校
卒
業
式


